
 

 

 

  

 
 

 
 

 本学看護学部は、オレゴン健康科学大学看護学部（米国）と 2019年より COIL（Collaborative 

Online International Learning）型授業を継続的に実施し、国際的な看護教育の推進に取り

組んでいます。 

 このたび看護学部専門科目「災害看護論」において、米国教員と本学教員が共同でファシ

リテートし、COIL授業「災害看護における臨床判断」を実施します。本授業では、災害発生

時に看護師が行う臨床判断と意思決定をテーマに、事例検討やディスカッションを中心とし

たアクティブラーニングを展開します。限られた資源や情報の中で、どのように優先順位を

判断し、看護実践につなげるかについて、日米の教育的視点を踏まえて学びを深めます。本

学教員と米国教員が共同で授業を設計・進行し、臨床現場に即した思考力と判断力の育成を

目的とした実践的な学びの場であり、災害看護における臨床判断のプロセスを国際的視点か

ら検討する貴重な機会となります。 

 報道機関の皆様におかれましては、当日の取材をお願いします。 

取材をご希望の場合は、事前にご連絡をお願いします。 
 

記 
 

１ 日 時：令和８(2026)年６月16日(火)13:00～14:30 
 

２ 場 所：静岡市駿河区谷田52-1 草薙キャンパス 看護学部棟４階  

13411講義室 及び Zoomで実施 

※ 当日は講義室にて取材が可能です。 
 

３ テーマ：「災害看護における臨床判断」 
 

４ 内 容：本学看護学部教員と米国の看護大学教員の共同ファシリテーションのもと、テ

ーマに沿ったグループワークを実践し、本学学生とディスカッションを行います。

災害看護における臨床判断をテーマに、事例検討を通して多角的な視点から理解

を深めます。 
 

５ 参加者：本学看護学部２年生（116名）・オレゴン健康科学大学看護学部教員・本学部教職

員・学外研究者 
 

６ 取材申込：以下のメールに当日の連絡先を含め事前連絡をお願いします。 

 

 

提 供 日     2026/06/11 

タイトル  海外大学と災害看護に関する COIL 講義を実施（看護学部） 

担 当     静岡県公立大学法人 

静岡県立大学 教育研究推進部 教育研究企画室 国際交流担当 

発信担当者 054-264-5158 

災害時の看護判断力を育成する日米共同 COIL授業を実施 

 

静岡県立大学記者提供資料 

 

【本件に関するお問い合わせ】 

静岡県立大学 教育研究推進部 教育研究企画室 国際交流担当 

〒422-8526 静岡市駿河区谷田52-1（草薙キャンパス） 

Tel：054-264-5158   

E-mail：kokusai（ここに@を入れる）u-shizuoka-ken.ac.jp 


